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■出席者  

廃棄物減量等推進審議会委員 １６名  

小倉事務局長 

菅谷理事兼業務３課長 

渡辺総務課長 

白子業務課長 

蓮見業務２課長 

金井総務課長補佐 

内田業務課長補佐兼施設係長 

日下部業務課長補佐兼収集料金係長 

藤井業務３課長補佐 

籾山総務課庶務係長 

岡安総務課減量推進係長 

鈴木業務３課係長 

久喜宮代衛生組合 

鈴木業務２課担当主査 

 
 
■概 要〔要点集約〕 

時  刻 議   事 内    容 

９：００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会 

 

会長あいさつ 

 

事前説明 

〔会議の公開・非公開

について〕 

 

 

 

各委員 

 

 

 

会長から委員へ諮問 

 

渡辺総務課長 

 

田中会長 

 

渡辺総務課長から会議の公開・非公開について説明 

〔趣旨〕 

第１回目の会議において、料金に関わる事項がある場合は非

公開で賛同を得ているが、今回の会議では指定袋に関するこ

とからあらためて委員に公開・非公開について諮りたい。 

 

□公開・非公開でそれぞれ賛成する意見あり 

□指定袋の導入と有償無償に関して、別に考えるべきとの意

見あり 

 

会議の公開を支持  ７名 

会議の非公開を支持 ７名 
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時  刻 議   事 内    容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題１：諮問事項２

『家庭系廃棄物（可

燃・不燃）の排出時に

おけるごみ袋の指定

について』審議開始 

 

 

配布資料説明 

 

 

 

衛生組合の考え方に

ついて説明 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棄権        １名 

□会長採決により公開とする。ただし、袋の有料化に関する

内容となった場合には非公開とする方向。 

∴傍聴希望があった場合には公開とする。議事録については

委員名を伏せた形で公開とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅谷理事兼業務３課長 

別添『指定ごみ袋に関する資料』、『県内ごみ袋の状況』を基

に説明 

 
小倉事務局長 

〔趣旨〕 

現在、久喜宮代清掃センター管内の住民に対しては透明袋

で、菖蒲及び八甫清掃センター管内の住民に対しては、実費

負担の指定袋でごみの排出をお願いしているが、指定袋の導

入がメリットが大きいことから、実費負担による指定袋の導

入で統一を図りたい。 
 
 
○国の動向を考慮すると指定袋の導入は望ましいと思われ

る。 
○地域住民からごみ処理の有料化を衛生組合に提案した経

緯がある。 
○集積所を管理する居住者以外の住民がごみを集積所に置

いていくことがある。 
○ごみに関する様々な課題について、指定袋の導入の有無に

関わらず、解決する方策は無いと思う。しかし、指定袋を

導入してから、違反ごみに対する指導がしやすくなった。
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時  刻 議   事 内    容 

 

 

 

 

 

１０：１２ 

 

１０：２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０：４０ 

 

 

 

 

 

 

休憩 

 

再開 

 

意見交換の途中であ

るが議題２：諮問事項

１『粗大ごみ処理手数

料の統一について』答

申 

 

衛生組合管理者あい

さつ 

 

 

意見交換再開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○久喜宮代清掃センター管轄地域であるが、既存のやり方で

大きな混乱は無い。分別度も高い。 
○指定袋を導入する場合、住民の負担は１０枚で１００円程

度が限界であると思われる。 
 
 
 
〔衛生組合管理者（田中久喜市長）到着〕 

 
 
 
 
 
田中会長、別添の答申書を管理者に対して読み上げ、提出 

 
 
 
あいさつ終了後、退席 

 
○現在、透明袋で排出しているが、菖蒲と八甫清掃センター

に合わせる形で指定袋を導入しても良いのではないか。 
○指定袋をごみの種類ごとに分ける必要があると思われる。

袋を数種に分けるかの議論も必要である。 
○ごみ問題における大きな課題は、ごみに含まれた水分（塩

分）をどう低減させていくか、介護分野に関わるが、高齢

化社会のなかにあって、今後増大するオムツの処理をどう

衛生的に処理していくかである。 
○広報等で指定袋のメリットを啓発していくべきでは。 
○指定袋を導入した場合、併せて回収方法のあり方も検討し

ていくべきである。例えばステーション（集積所）収集か

ら戸別収集方式への転換等。 
○ステーション（集積所）収集を継続する場合、何らかのイ

ンセンティブ（表彰金制度等）も検討すべきである。 
 
戸別収集について、衛生組合の現状を問う意見あり 

白子業務課長回答 
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時  刻 議   事 内    容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換終了 

 

 

議題３：その他 

 

 

 

 

 

 

●制度名を『ふれあい収集』と呼び、管内全域で７０件程度

実施している。 
 
○しばりやすい袋、扱いやすい袋を工夫してほしい。 
○指定袋を導入した場合、袋に何ごみ用の袋なのかを表示す

る必要がある。 
○事務局で、袋に絵柄を印した場合の費用を調査してほし

い。 
○指定袋を導入した場合、減量化に努めている人が経済的に

報われる制度にしていただきたい。 
 
次回への継続審議とする 

 

 

岡安総務課減量推進係長説明 

■２２年度の審議会は今回で終了 

■委員への報酬について、３月中旬までに口座に振込 

■次回の開催日について 

 平成２３年４月１８日（月）午前９時から 

 久喜宮代清掃センター大会議室 

 

 


